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いつの間にか蝉の大合唱が聞こえてくるようになった今日この頃。夏本番を迎え、思いっきり夏ならで

はの遊びを満喫していきたいと思います。引き続き熱中症に気を付けていきますので、ご家庭でもお子

様の体調管理にご協力をお願いいたします。 

 さて今回は、幼児の心に伝わりやすい『言葉掛け』についてご紹介したいと思います。子どもに何度、声を

かけても聞いてくれない。繰り返し同じことを言っても、わかっているのか怪しい。どんな言葉なら子どもに

伝わるのか、叱るときはどういえばいいのか…。声かけの悩みについて考えていきたいと思います。 

 

子どもの耳を開かせる（受信の準備） 

保育士は、子どもたちに話をする前には「話をしてもいいですか？」「ピンポンパンポーン！」と、子

どもの注意を向けてから話し始めます。そうすることで、子どもは話を聞く準備（受信の準備）ができる

ようになります。大きい声で怒鳴る前に、子どもの耳を開かせるようにしましょう。 

 

言葉掛け NG ワード 

子どもに不適切な言葉かけが原因で、子どもの問題行動がひどくなることがあります。下記のよう

な言葉掛けは、子どものやる気を低下させる原因になることがあるので注意しましょう。  

 

1，決めつけの言葉…「どうせ〇○なんだから」「〇〇ちゃんにはできないでしょ」 

子どものできること、できないことを決めつけるような言葉や、選択できないような状況にする言葉は

NG です。何度も言われることで、「自分にはできないんだ」と自己肯定感を低くする原因になることも

あります。自分で選択し、挑戦できる環境を与えるようにしましょう。 

 

２．否定する言葉…「それはダメ！」「グズだね」「悪い子ね」 

危険が伴うことを止めることはもちろん大切ですが、子どもたちの興味の対象をなくしてしまうような否

定的な言い方や、人格を否定する言葉には注意が必要です。やってみる前からなんでも「ダメ」と言って

しまっては、経験を積むことができなくなってしまいます。 

 

３，脅す言葉…「〇〇しないならあげないよ」「やめないと鬼がくるよ」  

子どもを脅すような言葉で言うことをきかせようとすると、子どもが自分の自主性を育むことは

できません。また、繰り返し脅すような言葉をかけることで子どもが慣れてしまい、効果がなく

なっていきます。鬼を使って脅すのは、安心安全のはずの親が守ってくれないと伝えることにな

ってしまい、親子の信頼関係にもひびが入る可能性が出てきますのでやめましょう。  

 

 



子どもに寄り添う言葉かけ 

それでは、どのように言葉掛けをするといいのでしょう。子どもの気持ちに寄り添った言葉掛けをご紹介し

ます。 

 

1，大切なことは子どもの目を見て伝える 

走り回っている子どもに遠くから怒鳴って注意してみても言葉は届きません。まずは子どもの動きを

止めて、目を見ながら話しましょう。相手の目を見て話すことは、会話の基本です。目を見て話すこと

で、子どもは大人が自分にとって大切なことを話していることを認識できます。ほめる時も、きちんと

子どもの目線まで下がって、笑顔で褒めてあげましょう。 

 

2，その場で伝える 

良いことも悪いことも、「あの時は〇○だったね」と言っても、小さい子どもはすでに忘れていること

が多いものです。時間が経ってから褒めても、「いったい何のことに褒められているのだろう…。」と子

どもが混乱してしまう場合があり、褒める効果が半減してしまいます。どんなに小さなことでもなるべ

くその場で伝えるようにしましょう。 

 

3，具体的な言葉で伝える 

「いいこだね」「えらいね」という褒め言葉。「いいかげんにしなさい」「いつもそうなんだから」とい

う𠮟り方。ついつい言ってしまいがちですが、子どもにとってはとてもあいまいで、なぜ褒められてい

るのか、なぜ怒られているのか伝わらない場合があります。例えば、「逆上がりができるようになった

んだね。毎日一生懸命練習を頑張っていたもんね」とか、「お友達を叩いてはいけないよ」と、具体的

にどのような点がよかったのか、いけなかったのかをしっかり伝えながら言葉掛けをしましょう。 

 

4，結果ではなく過程を認める 

子どもを褒める時は、結果だけでなく頑張った過程を認めてあげましょう。かけっこで 1 位になった、

逆上がりができるようになったなど、つい結果を重視してしまいがちですが、大事なのは頑張ってきた

過程です。子どもたちの努力した過程を見ずに、結果や成果ばかりを褒めてしまうと、「よい結果をだ

さなくちゃ…。」と子どもにプレッシャーを与えてしまいます。 

 

5，感謝の気持ちを伝える 

 子どもがお手伝いをしてくれたときなど、認める言葉＋感謝の気持ちを言葉に出して伝えましょう。

「お手伝いしてくれたんだ。ママ助かったよ、ありがとう」というように伝えると、子どもが「認められ

た」「人の役に立った」と感じることができ、褒めることと同じような効果があります。また、誰かに感謝す

る気持ち、感謝される喜びを理解できるようになるでしょう。 

 

子どもへの言葉掛けは完璧に出来なくても大丈夫です！ 余裕のある時に、1 つでも 2 つでも実践してみて

ください。わからないことは園長まで質問してくださいね。 


